
近
い
自
治
体
の
外
国
人
相
談
セ
ン
タ
ー
の

設
置
や
運
営
の
支
援
を
始
め
ま
し
た
。ま

た
、今
年
の
夏
に
は
、全
国
の
相
談
セ
ン

タ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
の「
外
国
人
共
生

セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」を
都
内
に
設
置
す
る
予

定
で
す
。

コ
ロ
ナ
危
機
と
多
文
化
共
生

　

今
年
に
な
っ
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
瞬
く
間
に
世
界
各
国
に
広
が
り
、

日
本
で
も
、４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、日
本

人
で
あ
ろ
う
と
外
国
人
で
あ
ろ
う
と
、等
し

く
感
染
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、社

会
の
一
部
で
感
染
が
広
が
れ
ば
、社
会
全
体

は
約
20
万
人（
7.4
％
）増
加
し
、過
去
最
高
と

な
り
ま
し
た
。

総
務
省
と
法
務
省

　

第
１
ス
テ
ー
ジ
で
、地
域
そ
し
て
自
治
体

の
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て

き
た
の
は
総
務
省
で
し
た
。2
0
0
6
年
３

月
に「
地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ

ラ
ン
」を
策
定
し
、全
国
の
自
治
体
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
2
0
1
7
年
３
月

に
は
、全
国
の
好
事
例
を
集
め
た「
多
文
化

共
生
事
例
集
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

一
方
、第
２
ス
テ
ー
ジ
で
も
、総
務
省
の

取
り
組
み
は
続
い
て
い
ま
す
が
、法
務
省

（
入
管
庁
）は
、こ
の
一
年
の
間
に
全
国
の
180

　

日
本
の
外
国
人
受
け
入
れ
政
策
は
、

1
9
9
0
年
の
改
正
入
管
法
施
行
に
よ
る

日
系
人
労
働
者
の
受
入
れ
や
、１
９
９
３
年

に
始
ま
っ
た
技
能
実
習
制
度
の
創
設
を
第

１
ス
テ
ー
ジ
と
す
れ
ば
、２
０
１
９
年
の
改

正
入
管
法
施
行
に
よ
っ
て
、第
２
ス
テ
ー
ジ

に
移
り
ま
し
た
。同
年
４
月
か
ら
、在
留
資

格「
特
定
技
能
」が
創
設
さ
れ
、法
務
省
に
出

入
国
在
留
管
理
庁（
入
管
庁
）が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。同
庁
は
、そ
れ
ま
で
旧
入
国
管
理

局
が
担
っ
て
い
た
出
入
国
管
理
と
在
留
管

理
に
加
え
、外
国
人
支
援
や
共
生
社
会
づ
く

り
も
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
12
月
末
の
在
留
外
国
人
数

は
約
293
万
人
で
、日
本
の
総
人
口
の
約
２
％

で
す
。前
年
末
に
比
べ
、外
国
人
の
総
数

の
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。感
染
封
じ

込
め
の
モ
デ
ル
国
と
見
ら
れ
て
い
た
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
や
ド
イ
ツ
で
も
、外
国
人
労
働
者

の
間
で
感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
と
っ
て
も
、外
国

人
住
民
を
日
本
社
会
の
構
成
員
と
位
置
付

け
る
多
文
化
共
生
の
観
点
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。ま
た
、今
後
し
ば
ら
く
、日
本
の
新
た
な

外
国
人
受
け
入
れ
は
停
滞
す
る
と
思
い
ま

す
が
、今
こ
そ
、中
長
期
的
な
観
点
に
立
っ

て
、「
国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、

互
い
の
文
化
的
差
異
を
認
め
合
い
、対
等
な

関
係
を
築
こ
う
と
し
な
が
ら
、地
域
社
会
の

構
成
員
と
し
て
共
に
生
き
て
い
く
」（「
地
域

に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
」よ
り
）

社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
で
し
ょ
う
。

明治大学国際日本学部教授（移民政策・
多文化共生論）。総務省多文化共生の推
進に関する研究会座長、東京都多文化共
生推進委員会委員長。主著に『新多文化
共生の学校づくり―横浜市の挑戦』（共編、
明石書店、2019年）等。大学の担当ゼミで
は、多文化共生のまちづくりをテーマに、
地域での実践に力を入れている。
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